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令和３年第２回下仁田町議会定例会会議録第２号（３日） 
招集年月日 令和３年６月２日 

招集の場所 下 仁 田 町 議 会 議 場 

開閉会日時 開 会 令和３年 ６月 ２日午前10時00分 議 長 島 﨑 紘 一 

及 び 宣 言 閉 会 令和３年 ６月１１日午前10時12分 議 長 島 﨑 紘 一 

議 員 出 席 状 況 議席番号 氏 名 
応招 

不応招 

別 

出欠席 

別 

議席番号 氏 名 
応招 

不応招 

別 

出欠席 

別 

応 招 １１名 １ 小井土 光 弘 ○ ○ ７ 佐 藤  博 ○ ○ 

不応招  １名 ２ 大 手 博 幸 ○ ○ ８ 千 野 榮 治 ○ ○ 

出 席 １１名 ３ 佐々木 信 也 × × ９ 島 﨑 紘 一 ○ ○ 

欠 席  １名 ４ 岡 田 邦 敏 ○ ○ １０ 堀 口 博 志 ○ ○ 

欠 員  ０名 ５ 木 暮 弘 元 ○ ○ １１ 岡 田 武 二 ○ ○ 

【 凡  例 】 

○応招・出席を 

 示す 

×欠席・不応招 

 を示す 

６ 岩 崎 正 春 ○ ○ １２ 佐 藤 公 夫 ○ ○ 

        

        

会 議 録 署 名 議 員 ３番 佐々木 信 也 ４番 岡 田 邦 敏  

職務のため議場に 

出席したものの氏名 
事 務 局 長 岩 井  収 書 記 佐 藤 里 奈 

 町 長 原  秀 男 福 祉 課 長 岡 野 宏 巳 

地方自治法 教 育 長 茂 木  学 保 健 課 長 永 井 邦 佳 

第１２１条に 総 務 課 長 岡 野  均 農 林 課 長 佐 藤 茂 治 

より説明のた 企 画 課 長 竹 内  誠 商 工 観 光 課 長 佐 藤 圭 司 

め出席した者 住 民 税 務 課 長 猪 野 ともえ 建 設 水 道 課 長 佐 藤 正 明 

の氏名 会 計 課 長 柴 田 悦 子 教 育 課 長 林  通 典 
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議 事 日 程  別紙のとおり 

 ───────────────────── 

会 議 に 付 し た 議 件 

 ───────────────────── 

１ 報告第２号 令和２年度下仁田町繰越明許費繰越計算書の報告について 

  報告第３号 令和２年度下仁田町事故繰越し繰越計算書の報告について 

  報告第４号 令和２年度下仁田町水道事業会計予算繰越計算書の報告について 

２ 第39号議案 ふるさと下仁田応援基金条例 

３ 第40号議案 町営住宅敷金利子運用基金条例 

４ 第41号議案 下仁田町立学校施設基金条例 

５ 第42号議案 甘楽富岡地域定住自立圏の形成に関する協定の締結について 

６ 第43号議案 令和３年度下仁田町一般会計補正予算（第２号） 

７ 陳情第３号 義務教育費国庫負担制度における国の負担割合の引き上げを求める 

        意見書採択の陳情について 

 

会 議 の 経 過 

────────────── 

    開  会    令和３年６月３日  午前９時５９分 

────────────────── 

○議長 島﨑紘一  おはようございます。 

     ただいまから本日の会議を開きます。 

     なお、ここで暫時休憩をいたしまして、第４３号議案の一般会計補正予算

（第２号）について、差し替えが生じたために全員協議会を開催しますので、

３０２委員会室に移動していただきますようよろしくお願いします。 

休  憩  午前１０時００分 

再  開  午前１０時２６分 

○議長 島﨑紘一  休憩を解いて再開いたします。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  日程第１、報告第２号 令和２年度下仁田町繰越明許費繰越計

算書の報告についてを総務課長に報告を求めます。総務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、報告第２号についてご報告いたします。 

     報告第２号 令和２年度下仁田町繰越明許費繰越計算書の報告について。 

     地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、令和２年度下仁田町繰
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越明許費繰越計算書を別紙のとおり報告する。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     ２ページをお願いいたします。 

     令和２年度下仁田町繰越明許費繰越計算書。 

     １、一般会計でございます。 

     款の区分と事業名、繰越額を申し上げます。 

     ２款総務費、農林業推進事業３３０万円、道の駅しもにた改善対策事業

１，３４０万９，０００円、６款農林水産業費、小規模農村整備事業２，４３６

万８，０００円、県単林道改良事業１，４０１万２，０００円、７款商工費、

観光施設維持管理７３７万円、８款土木費、公共土木施設維持補修５０９万

７，０００円、橋梁維持管理３，４４６万５，０００円、河川改良費１，６８０

万円、９款消防費、防災対策５８３万円、１１款災害復旧費、過年度公共土

木施設災害復旧事業（補助）１億４，０２２万５，０００円、林道災害復旧

事業２，６２３万２，０００円、過年度保健体育施設災害復旧事業３４６万

５，０００円、合計６億５，００６万円で、うち翌年度繰越額２億９，４６０

万３０００円。 

     財源内訳は、既収入特定財源が５０９万７，０００円、未収入特定財源は、

国・県支出金が１億９，９９８万２，０００円、地方債が７，８８０万円、

一般財源が１，０７２万４，０００円です。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  次に、報告第３号 令和２年度下仁田町事故繰越し繰越計算書

の報告についてを総務課長に求めます。総務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、報告第３号について報告いたします。 

     報告第３号 令和２年度下仁田町事故繰越し繰越計算書の報告について。 

     地方自治法施行令第１５０条第３項の規定により、令和２年度下仁田町事

故繰越し繰越計算書を別紙のとおり報告する。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     ２ページをお願いいたします。 

     令和２年度下仁田町事故繰越し繰越計算書。 

     １、一般会計でございます。 

     款の区分と事業名、翌年度繰越額と財源内訳を申し上げます。 

     １１款災害復旧費、事業名、現年度道路橋梁災害復旧事業（補助）（繰

越）、翌年度繰越額４，６７９万６，０００円、財源内訳は、既収入特定財
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源が起債１，２２９万円、未収入特例財源が国支出金３，４４３万４，０００

円、一般財源７万２，０００円です。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  次に、報告第４号 令和２年度下仁田町水道事業会計予算繰越

計算書の報告についてを建設水道課長に報告を求めます。建設水道課長 

（佐藤正明建設水道課長 登壇） 

○建設水道課長 佐藤正明  命によりまして報告第４号を朗読し、ご報告申し上げ

ます。 

     報告第４号 令和２年度下仁田町水道事業会計予算繰越計算書の報告につ

いて。 

     地方公営企業法第２６条第３項の規定により、令和２年度下仁田町水道事

業会計予算繰越計算書を別紙のとおり報告する。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     ２ページをお願いいたします。 

     令和２年度下仁田町水道事業会計予算繰越計算書。 

     款の区分、事業名、翌年度繰越額、財源内訳をご説明いたします。 

     １款資本的支出、事業名、建設改良事業、翌年度繰越額５８０万８，０００

円、財源内訳、その他の企業債２５０万円、国庫補助金２７５万円、翌年度

損益勘定留保資金５５万８，０００円。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  以上で報告が終わりました。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  次に、日程第２、第３９号議案 ふるさと下仁田応援基金条例

を議題とし、提案理由の説明を企画課長に求めます。企画課長 

（竹内誠企画課長 登壇） 

○企画課長 竹内誠  命によりまして、第３９号議案を朗読し、ご提案、ご説明申

し上げます。 

     第３９号議案 ふるさと下仁田応援基金条例。 

     第１条 下仁田町のまちづくりに賛同する個人、法人その他の団体からの

寄附金を財源として、当該寄附を行った個人、法人、その他の団体の意向を

具体化し施策に反映することにより、多様な人々の参加による魅力あるふる

さとづくりに資するため、ふるさと下仁田応援基金を設置する。 

     以下につきましては、さきの全員協議会でご説明させていただきましたの

で、省略をさせていただきます。 
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     １ページ最後の附則をご覧ください。 

     附則、第１項 この条例は公布の日から施行する。 

     以下につきましても、さきの全員協議会でご説明させていただきましたの

で、省略させていただきます。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑は

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討

論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  討論ないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第３９号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 島﨑紘一  挙手全員です。よって、第３９号議案は、原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  次に、日程第３、第４０号議案 町営住宅敷金利子運用基金条

例を議題とし、提案理由の説明を建設水道課長に求めます。建設水道課長 

（佐藤正明建設水道課長 登壇） 

○建設水道課長 佐藤正明  命によりまして、第４０号議案を朗読し、ご提案、ご

説明申し上げます。 

     第４０号議案 町営住宅敷金利子運用基金条例。 

     第１条 下仁田町町営住宅管理条例第１８条の規定に基づき町長が徴収し

た敷金の運用に係る利益金を、共同施設の建設に要する費用に充てる等、町

営住宅の入居者の共同の利便をはかるために町営住宅敷金利子運用基金を設

置する。 

     以下の内容につきましては、さきの全員協議会でご説明いたしましたので、

省略させていただきます。 

     次ページをお願いいたします。 

     附則、施行期日、第１項 この条例は公布の日から施行する。 

     ２項につきましては、説明を省略させていただきます。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 
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     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑は

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討

論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  討論ないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第４０号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 島﨑紘一  挙手全員です。よって、第４０号議案は、原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  次に、日程第４、第４１号議案 下仁田町立学校施設基金条例

を議題とし、提案理由の説明を教育課長に求めます。教育課長 

（林通典教育課長 登壇） 

○教育課長 林通典  命によりまして、第４１号議案を朗読し、ご提案、ご説明申

し上げます。 

     第４１号議案 下仁田町立学校施設基金条例。 

     設置、第１条 下仁田町が行う学校の施設整備に要する経費の財源に充て

るため、下仁田町立学校施設基金を設置する。 

     第２条以降につきましては、さきの全員協議会でご説明いたしましたので、

説明を省略させていただきます。 

     附則、施行期日、１ この条例は公布の日から施行する。 

     ２以降につきましても、説明は省略させていただきます。 

     裏面をお願いいたします。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑は

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討

論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長 島﨑紘一  討論ないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第４１号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

○議長 島﨑紘一  挙手全員です。よって、第４１号議案は、原案のとおり可決さ

れました。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  次に、日程第５、第４２号議案 甘楽富岡地域定住自立圏の形

成に関する協定の締結についてを議題とし、提案理由の説明を企画課長に求

めます。企画課長 

（竹内誠企画課長 登壇） 

○企画課長 竹内誠  命によりまして、第４２号議案を朗読し、ご提案、ご説明申

し上げます。 

     第４２号議案 甘楽富岡地域定住自立圏の形成に関する協定の締結につい

て。 

     定住自立圏構想推進要綱に基づき、富岡市と甘楽富岡地域定住自立圏の形

成に関する協定を別紙のとおり締結することについて、下仁田町議会の議決

に付すべき事件に関する条例第２条の規定により、議会の議決を求める。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     提案理由、定住自立圏構想推進要綱に規定する中心市宣言を行った富岡市

に賛同し、相互に役割を分担し、連携を図りながら、圏域に必要な都市機能

及び生活機能を確保し、安心して暮らせる定住自立圏を形成することを目的

とし、定住自立圏形成協定を締結したい。 

     なお、添付書類の甘楽富岡地域定住自立圏の形成に関する協定書につきま

しては、さきの全員協議会でご説明させていたたきましたので、省略させて

いただきます。 

     以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  提案理由の説明が終わりましたので、質疑に入ります。質疑は

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  質疑がないようですので、質疑を終結して討論に入ります。討

論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  討論ないものと認め、討論を終結して採決いたします。 

     第４２号議案を原案のとおり決することに賛成の方の挙手を求めます。 
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（挙手全員） 

○議長 島﨑紘一  挙手全員です。よって、第４２号議案は原案のとおり可決され

ました。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  次に、日程第６、第４３号議案 令和３年度下仁田町一般会計

補正予算（第２号）を議題とし、提案理由の説明を総務課長に求めます。総

務課長 

（岡野均総務課長 登壇） 

○総務課長 岡野均  命によりまして、第４３号議案を朗読し、ご提案、ご説明申

し上げます。 

     第４３号議案 令和３年度下仁田町一般会計補正予算（第２号）。 

     令和３年度下仁田町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

     歳入歳出予算の補正、第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１，４０５万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４８億

３，８９５万４，０００円とする。 

     第２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

     令和３年６月２日提出、下仁田町長 原秀男。 

     ２ページをお願いいたします。 

     第１表 歳入歳出予算補正でございますが、款の区分と補正予算額を申し

上げます。 

     初めに歳入です。１５款国庫支出金３５５万円、１９款繰入金６００万円、

２１款諸収入４５０万円、歳入合計４８億２，４９０万４，０００円に

１，４０５万円を追加し、４８億３，８９５万４，０００円としたいとする

ものでございます。 

     次に、歳出でございます。２款総務費４５０万円、３款民生費９５５万円、

歳出合計４８億２，４９０万４，０００円に１，４０５万円を追加し、４８

億３，８９５万４，０００円としたいとするものでございます。 

     ２ページをお願いいたします。 

     歳入歳出予算事項別明細書でございますが、１の総括につきましては、説

明を省略させていただきます。 

     また、６ページの２、歳入、７ページの３、歳出につきましては、さきの

全員協議会でご説明をさせていだたきましたので、省略をさせていただきま
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す。 

     以上でございますが、よろしくお願いいたします。 

○議長 島﨑紘一  提案理由の説明が終わりましたので、第４３号議案に対する質

疑に入ります。質疑はございませんか。佐藤公夫さん 

○１２番 佐藤公夫  今回の補正予算の差し替えをいい経験として、特にソフト面

に置く予算については、各方面の情報を的確に収集して予算案に反映し、議

会に提案してもらいたいというふうに考えておりますが、いかがでしょうか。 

○議長 島﨑紘一  総務課長 

○総務課長 岡野均  ご指摘のとおり国・県の情報入りましたらその都度ご協議、

説明をさせていただければと思います。 

○議長 島﨑紘一  ほかにございますか。 

（「なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  質疑がないようですので、質疑を終結し、第４３号議案につき

ましては、予算決算特別委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長 島﨑紘一  ご異議ないものと認め、予算決算特別委員会に付託することに

決定いたしました。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  次に、日程第７、陳情を議題といたします。 

     ただいま議題となっております陳情第３号 義務教育費国庫負担制度にお

ける国の負担割合の引き上げを求める意見書採択の陳情については、総務常

任委員会に付託いたします。 

──────────────────── 

○議長 島﨑紘一  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

     本日はこれにて散会いたします。 

     大変ご苦労さまでした。 

──────────────────── 

    散  会    令和３年６月３日  午前１０時４９分 

 


